
活動報告 

団 体 名 フレンドシップ 

活 動 名 避難所から応急仮生活等に向けたコミュニティ支援とボランティア育成事業 

活動期間 2018年 7月～2019年 3月 

活動の成果 

ボラサポ豪雨・１期同様引き続き、熊本地震の復興支援を通じて連携している

ＮＰＯ団体と協働しながら、支援活動を行いました。  

後方支援を行う事で、自団体だけでは拾えない被災者の声に触れることができ、

偏らず必要な場所・人へ、必要な支援を続ける事が出来ました。  

熊本支援のイメージから、最初は応急仮設団地集会所でのコミュニティ支援を

主に考えていましたが、支援者会議に参加する事で支援の不足している場所や人

が分かり、避難状況に拘らずどんな被災者でも参加出来る様に地域の利用しやす

い居場所をお借りしてコミュニティ支援を進めています。  

一番の成果は、『被災者から聞く喜びの声』。  

『見たこと話したことのある顔があるから、安心して参加できる』と言う事が、

変化やストレスの多い被災地では一番の必要なことだと感じており、これからも

被災者と被災地の変化に寄り添いながら安心し喜び合えるコミュニティ支援を続

けていきます。 

寄付者への 

メッセージ 

ボラサポ豪雨・1期に引き続き、ご支援ありがとうございました。  

今回も他の NPO 団体と協働連携しながら、その時の被災者に必要な支援を届

けてきました。  

そんな中、避難所支援は終息しましたが、住まいの形態の枠を超えたコミュニ

ティ支援が必要であると感じ、引き続き活動を継続しています。  

7月には災害 1年を迎えますが、まだまだ被災者への支援が必要です。  

これからも西日本豪雨災害の応援・ご支援を、宜しくお願いいたします。 

 

（活動のようす） 

  



 


